
８月 2６日（木） 10：00～12：０0 

「ポーセラーツのお皿つくり in 秋月」 

（10 組限定 要予約） 

場所：秋月コミュニティーセンター 

 講師：手島 樹里さん 

専用のシールを貼ってオリジナルのお皿を作

ります。（コップやお茶碗も用意しております） 

＊材料費 

お皿１枚+シール 2 枚…600 円 

シール追加１枚ごとに＋100 円 

シール貼り放題…1000円 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜日
1 日
2 月 サロン
3 火 サロン のびのびｉｎ杷木
4 水 サロン
5 木 サロン
6 金 サロン
7 土
8 日
9 月
10 火 サロン のびのびｉｎ杷木
11 水 サロン
12 木 サロン
13 金 サロン
14 土
15 日
16 月 サロン
17 火 サロン のびのびｉｎ杷木
18 水 サロン
19 木 サロン 育児講座
20 金 サロン のびのびｉｎピッコロ
21 土
22 日
23 月 サロン 誕生会
24 火 サロン のびのびｉｎ杷木
25 水 サロン のびのびｉｎ立石
26 木 サロン のびのびｉｎ秋月
27 金 サロン
28 土
29 日
30 月 サロン 身体測定
31 火 サロン のびのびｉｎ杷木

活動内容

８月 
 

 のびのび通信  
ひろにわ地域子育て支援センター 

 

暑さも日々増していき、本格的な夏の訪れを感じる今日この頃。 

子どもさんにとっては“ワクワクの夏！”。大人にとっては“あつ～い

夏”。同じ暑さでも、子どもさんと大人の感じ方は違いますね。 

支援センターでは、暑い日にはタライを出して水遊びや泥んこ遊び、し

ゃぼん玉遊びを楽しんでいます。夏だからこそできる遊びを一緒に楽し

みませんか？ 

 

＊イベントや育児講座は、感染拡大などの状況に 

よっては中止する事もあります。ご了承下さい。 

ご利用の際のお願い 

・大人の方はマスクの着用 

・入室前の検温と入室後の手指の消毒 

・お子さんやご家族の方に風邪に類似した症状

がある場合は利用をご遠慮下さい 

 

 

のびのび出張サロンおこなっています。 

支援センターのスタッフが各地域のコミュニティに伺い子育てサロンを開催しています。 

杷 木・・・毎週火曜日：１０時～１５時 杷木らくゆう館 和室 

立 石・・・毎月第２又は４水曜日：１０時～１１時３０分 立石コミュニティセンター 

秋 月・・・偶数月の第４木曜日：１０時～１２時 秋月コミュニティセンター 

上秋月・・・奇数月の第３水曜日：１０時～１２時 上秋月コミュニティセンター 

ピッコロ・・毎月第 3 金曜日：１０時～１５時 親子支援館ピッコロ 

令和 3年 ８月 1 日 発行 

開館 月～金曜日   １０時～１５時 

      ※祝祭日はお休みです 

場所 朝倉市入地 2607―1(ひろにわ保育所内) 

電話 ０８０－８３５２－４１７８(直通) 

ホームページ、ブログ等ございます。 

 

立石子育て広場からのお知らせ 

８月２５日（水） 10：00～11：30 

    「味噌作り in 立石」 

（12 組限定 要予約） 

場所：立石コミュニティーセンター 

簡単においしい味噌が作れます。 

＊材料費：300 円 

＊エプロンをご持参ください。 

８月２０日（金） 10：30～12：00 

「小さな子ども連れの防災対策 

in ピッコロ」 

（10 組限定 要予約）  

場所：親子支援館 ピッコロ  

講師：松川 直子先生 

毎年、各地で豪雨や台風などによる被害が発

生しています。小さな子どもさん連れだとよ

り心配になりますよね。身を守りながら、ど

のように避難すればいいのか、一緒に考えま

しょう。 

８月１９日（木） 10：30～12：00 

「絵本の読み方・選び方」  

  場所：ひろにわ保育所 ホール 

講師：高田 尚久氏（こどもの友社） 

大人の優しく温かな語りかけを聞くなかで、言

葉や書く力を獲得していきます。親子のスキン

シップのひとつとして絵本の時間を取り入れ

てみませんか？ 

 

＊人数把握のため予約をお願いします。 

＊未就園児に限り託児を行います。（8 組限定） 

今月は、３日（火）の 

杷木らくゆう館でも、 

身体測定ができます☆ 

 

 

 

 

小さな子ども連れの防災対策 

近年増えている豪雨や台風の被害、特に小さな子どもさ

んと一緒に行動しなければならない家庭では、大人だけの

場合と比べて想定外の事態に陥りやすく、危険度も高まり

ます。災害時に“自分は冷静に行動できる”と多くの人が

考えがちですが、実際はショックで動けなくなったり、パ

ニックを起こしてしまったり、冷静さを失ってしまうと言

われています。小さな子どもさんがいる状態では保護者の

行動が子どもさんの命に直結します。災害時に、とっさに

冷静な判断が出来るよう、日頃から意識して、防災に対す

る行動を習慣化していきましょう。 

 

まず、自宅や勤務先の地域のハザードマップを確認し、

実際に避難所までの経路を確認しておきましょう。 

また、避難時に持ち出すものは「５㎏」を目安にしまし

ょう。子どもさんを抱っこしているので、持てる荷物は「5

㎏」が限度です。 

それと、“避難時に持ち出すもの”と別に、“避難所で数

日生活するためのもの”の 2 種類を用意しましょう。      

参考文献：子育て応援サイト CHEER！ｄａｙｓ 

 

詳しい内容は 8月 20日（金）の親子支援館ピッコロで

お話しして頂きます。何を用意すればいいのか、どう避難

したらよいか、考え直すいい機会になると思います。 

 

9 月に「前向き子育て講座」があります 

『前向き子育て講座』とは子育てが少しで

も楽しくなるように、子育て力 UP 支援の

為の講座です。 

講師：江上 千代美先生（福岡県立大学教授） 

場所： 

・9 月 7 日(火) 杷木らくゆう館 

（10:30～12:30） 

・9 月 17 日(金) 親子支援館ピッコロ 

（13:30～15:00） 

・9 月 29 日(水) 立石コミュニティーセンター 

            （10:30～12:30） 

 


